
新
会
員
代
表
者
紹
介

仙

波

憲

一
（
せ
ん
ば

け
ん
い
ち
）

青
山
学
院
大
学

学
長

伊
藤
定
良
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
二
〇
一

一
年
十
二
月
十
六
日
付
で
学
長
に
就
任
し

た
。

仙
波
新
学
長
は
一
九
五
〇
年
生
ま
れ
。
青
山
学
院

大
学
経
済
学
部
卒
業
、
同
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修

士
課
程
修
了
、
同
大
学
院
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程

単
位
修
得
済
退
学

。
経
済
学
修
士
。
一
九
八
四
年

本

学
国
際
政
治
経
済
学
部
に
就
任
。
一
九
九
三
年
教
授
、

現
在
に
至

る
。
二
〇
〇
三

年
か
ら
二
〇
〇
七
年
ま
で

副
学
長
、
青
山
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
教
育

機
構
長
、
二
〇

〇
八
年
か
ら
二
〇

一
一
年
ま
で
国
際
政
治
経
済
学
部

長
・
国

際
政
治
経
済
学
研
究
科
長
を
歴
任
。
日
本
経

済
学
会
、
地
域
経
済
学
会
に
所
属
。
専
門
分
野
は
理

論
経
済
学
、
マ
ク
ロ
経
済
学
、
ミ
ク
ロ
経
済
学

。

日

比

谷

潤

子

（
ひ
び
や
じ
ゅ
ん
こ
）

国
際
基
督
教
大
学

学
長

国

際
基
督
教
大

学
（
I
C
U

）
は
、
国
際
的
社
会

人
と
し
て
の
教
養
を
も
っ
て
、
神
と
人
と

に
奉
仕
す

る
有
為
の
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

一
九
五
三
年
に
開
学
し
た
。
鈴
木
典
比
古
前
学
長
の

任
期
満
了
に
伴

い
、
そ
の
第
十
代
学
長
に
日
比
谷
潤

子
教
授
が
就
任
し
た
。
任
期
は
二
〇
一
二
年
四
月
一

日

か
ら
二
〇
一
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

日
比
谷
新
学
長
は
一
九
五
七
年
東

京
生
ま
れ
。
一

九
八
〇
年
上
智
大
学
外
国
語
学
部
卒
業
。
一
九
八
二

年
上
智
大
学
大
学
院
外
国
語
学
研
究
科

言
語
学
専

攻

博
士
前
期
課
程

、
一
九
八
八
年

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大

学
大
学
院
言
語
学
科

博
士
課
程
を
修
了
し
た
。
一
九

八
七
年
よ
り
慶
應
義
塾
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
専
任
講

鵜

殿

博

喜

（
う
ど
の

ひ
ろ
よ
し
）

明
治
学
院
大
学

学
長

大
西
晴
樹
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴

い
、
新
学
長

に
鵜
殿
博
喜
経
済
学
部
教
授
か
選
出
さ
れ
、
四
月
一

日
付
で
就
任
し
た
。
任
期
は
四
年
間
で
あ

る
。

鵜
殿
新
学
長
は
一
九
四

九
年
埼
玉
県
生
ま
れ
。
一

九
七
二
年
に
獨
協
大
学
外
国
語
学
部
ド
イ
ツ
語
学
科

を
卒
業
し
、
一
九
七
五
年
に
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修
了
、
一
九
七
八
年
に
同

大
学
院
博
士
課
程
単
位
取
得
満

期
退
学
し
て

い
る
。

本
学
に
は
一
九
七
八
年

に
一
般
教
育
部
専
任
講
師

と
し
て
着
任
し
た
。
助
教
授
を
経
て
、
一
九
九
〇
年

に
教
授
と
な
っ
た
。
一
九
八
四
年
か
ら
約
二
年
間
、

ド
イ

ツ
の
テ
ュ

ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
神
学
部
に
留
学
し

て
い
る
。
そ
の
後
を
ド
イ
ツ
に
何
度
か
滞
在
し
て
研



本
学
で
は
、
「
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
も
と

づ
く
教

育
を
め
ざ
し
、
神
の
前
に
真
実
に
生
き
、
真
理
を
謙

虚
に
追
求
し
、
愛
と
奉
仕
の
精
神
を
も

っ
て
、
す

べ

て
の
人
と
社
会
と
に
対
す

る
責
任
を
進
ん
で
果
た
す

人
間
の
形
成
を
目
的
と
す

る
」
を
教
育
方
針
に
掲
げ
、

さ
ら
に
発
展
さ
せ

て
い
く
に
は
、
こ
の
目
的
を
着
実

に
実
践
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

本
年
は
文
学
部
に
比
較
芸
術
学
科
を
新
設
し

、
総

合
文
化
政
策
学
部
と
と
も
に
新
た
な
文
化
の
担

い
手

を
養
成
す

る
。
二

〇
一
三
年
に
は
就
学
キ
ャ
ン
パ
ス

の
移
行
を
行

い
、
人
文

・
社
会
学
系
学
生
全
員
が
東

京
・
青
山

キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
大
き
な
転
換
点
を
迎

え

る
。
大
学
は
教
え

る
側
と
教
わ
る
側
と
の
立
場
を

超
え

て
、
相
互
に
教
え
合

い
か
つ
学
び
合
う
場
で
あ

り
、
共
に
学

ぶ
空

間
で
あ

る
。
こ

の
空
間
で
、
人
間

や
社
会

の
あ
る
べ
ぎ
姿
を
研
究
し
学
術
を
探
究
し

、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
問
題
を
議
論
し
、
幅

広
い
枠

組
み
で
考
え
、
答
え
を
見

い
だ
し
て

い
く
こ
と

が
大

学
の
使
命
で
あ
り

、
知
の
成
果
を
社
会
に
広
く
発
信

し
、
進
ん
で
社
会
的
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
意
味
で
本
学
が
目
指
す
大
学
像
と
し
て
、

「
共

に
学
び
、
探
究
し
、
世
界
に
発
信
す
る
大
学
」

を
提
唱
し
た

い
と
語

る
。

師
を
務
め
た
の
ち

、
一
九
九
二
年
同
セ
ン
タ
ー
助
教

授
に
就
任
。
一
九
九
四
年
に
は
同
大
学
学
術
交
流
協

定
に
よ

る
派
遣
で
、
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
ア
ジ
ア
研
究

プ
ロ
グ
ラ
ム
客
員
準
教
授
を
務
め
た
。
二
〇
〇
二
年

本
学
教
養
学
鄙
語

学
科
に
準
教
授
と
し
て
着
任
。
二

〇
〇
四
年
同
教
授

に
就
任
。
同
年
日
本
語

教
育
課
程

主
任
、
二
〇
〇
五
年
語
学
科
長
を
歴
任
し
た
。
二
〇

〇
六
年
よ
り
二
年
間
、
教
学
改
革
本
部
長
と
し
て
リ

ベ
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
を
よ
り
深
め
る
た
め
の
教
学
改
革

を
牽
引
し
、
従
来
の
六
学
科
を
ア

ー
ツ
・
サ
イ

エ
ン

ス
学
科

に
統
合

、
メ
ジ
ャ
ー

（
専
修
分
野
）
制
導
入

を
実
現
し
た
。
そ

の
手
腕
が
評
価
さ
れ
、
二
〇
〇
八

年

よ
り
四
年
間
、
学
務
副
学
長
を
務
め
て
き
た
。

専
門
は
社
会
言
語
学
。
編
著
書
に

『
は
じ
め
て
学

ぶ
社
会

言
語
学
』
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書

房
）、
『
日
本
語
教

育
の
過
去

・
現
在

・
未
釆
第
五
巻
文
法
』
（
凡
人
社
）

等
が
あ

る
。
学
外
で
は
、
日
本
言
語
学
会
評
議
員
、

国

立
国
語
研
究
所
運
営
会
議
委
員
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
育
成
推
進
事
業

プ
ロ

グ
ラ
ム
委
員
会
委
員
、
日
本

学
術
振
興
会
評
議
員
を
務
め
て

い
る
。

趣
味
は
ピ
ア
ノ
と
コ
ー
ラ
ス
。

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア

大
学
時
代
に
は
、
同
大
コ
ー
ラ
ス
部
の
一
員
と
し
て

カ
ー
ネ

ギ
ー
ホ
ー
ル
で
歌
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

究
を
重
ね
、
そ
の
期
間
は
通
算
四
年
と

な
る
。
一
九

九
八
年
に
一
般
教
育
部
長

、
二
〇
〇
二
年

に
経
済
学

部
へ
の
移
籍
と
同
時
に
副
学
長
に
就
任
し

て
い
る
。

副
学
長
職
は
三
期
六
年
に
及

ぶ
。

専
門
は
十
八
世
紀
ド
イ

ツ
文
学
で
あ
る
が
、
当
時

の
文
学
・
思
想

の
底
流
を
な
す
敬
虔
主
義

に
着
目
し

た
研
究
を
し
て
き
た
。
と
り

わ
け
ヘ
ル
ン
フ
ー
ト
兄

弟
団
と
ツ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
の
宗
教
思
想
の
研
究

は
、
新
た
な
研
究
領
域
を
切
り
開
い
た
と

い
う
評
価

を
受
け
て
い
る
。

ゲ
ー
テ
、
シ
ラ
ー
、
レ

ッ
シ
ン
グ
、

ツ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
、

デ
ィ
ル
タ
イ
な
ど
に
つ
い

て
の
論
文
多
数

。
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
翻
訳
と
し
て

は
、
『
死
と
生
』
『
苦
し
み
』
等

が
あ
る
。
こ
こ
十
年

ほ
ど
は
W
・
デ
ィ
ル
タ
イ
全
集
の
「
文
学
・
美
学
篇
」

の
翻
訳
に
参
加
し
て
い
る
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し

て

取

り
組

ん
で

い
る

の
は
ツ
ィ
ン

ツ
ェ
ン
ド
ル

フ
の

『
説
教
・
講
話

』
の
翻
訳

で
あ
る
。

明
治
学
院
大
学
は
来
年
百
五
十
周
年

を
迎
え
る
。

真
理
・
現
実
に
根
ざ
し
た
教
育
と
研
究
を
積
み
重
ね
、

リ

ベ
ラ
ル
な
学
風
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
明

る
く
自

由
な
校
風

を
大
切
に
し
つ
つ
、
大
学
の
変
動
期
の
諸

課
題
解
決
に
向
け
た
新
学
長

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

期
待

が
集
ま
っ
て

い
る
。



新
会
員
代
表
者
紹
介

永

田

見

生

（
な
が
た

け
ん
せ
い
）

久
留
米
大
学

学
長

薬
師
寺
道
明
前
学
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
一
月

一
日
付
で
永
田
見
生
教
授

が
第
十
代
学
長
に
就
任
し

た
。
任
期
は
平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で

の
四
年
間
と

な
る
。

新
学
長
は
昭
和
二
十
四
年
福
岡
県
生
ま
れ
。
昭
和

四
十
八
年
久
留
米
大
学
医

学
部
卒
業

、
昭
和
五
十
六

年
久
留
米
大
学
医
学
博
士
学
位
取
得
。
昭
和
五
十
九

年
久
留
米
大
学
医
学
部
講
師
（
整
形
外
科
学
講
座
）
、

そ

の
後
、
助
教
授
（
現
准
教
授
）
を
経

て
、
平
成

十

年

に
教
授
就
任
。
平
成
十
二
年
に
講
座
主
任
教
授
に

就
任
し
現
在

に
至

る
。
こ

の
間
、
平

成
二
十
一
年
か

ら
二
十
三
年

ま
で
医
学
部
長
を
務
め
た
。

専
門
は
整
形
外
科
学
で
、
特
に
脊
椎
・
脊
髄
疾
患

新
学
長
紹
介

福

宮

賢

一
（
ふ
く
み
や

け
ん
い
ち
）

明
治
大
学

学
長

納
谷
廣
美
前
学
長
の
任
期
満
了

に
伴

い
、
四
月
一

日
付
で
福
宮
賢
一
教
授
が
学
長
に
就
任
し
た
。
任
期

は
二
〇
一
六
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
で
あ

る
。

福
富
新

学
長
は
、
一
九
四
六
年
東
京
都
中
野
生
ま

れ
。
一
九
六
九
年
に
明
治
大
学
商
学
部
商
学
科
を
卒

業
し
、
一
九
七
一
年
同
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
・

修
士
課
程
を
修
了
（
商
学
修
士
）
。
一
九
七
四
年
三
月

に
は
同
研

究
科

・
博
士
課
程
を
単
位
取
得
退
学
し
、

同
年
四
月
に
同
大
学
商
学
部
専
任
助
手
と
な

っ
た
。

そ
の
後
、
専
任
講
師
、
専
任
助
教
授
を
経
て
、
一
九

八
八
年
に
専
任
教
授
と
な
り
、
現
在
に
至

っ
て
い
る
。

ま
た
同
大
学
に
お

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
商
学
部
二

部
主
任
、
商
学
部
教
務
主
任
、
商
学
部
長
、
評
議
員

、

新
加
盟
会
員
大
学
・
代
表
者
紹
介

阪
南
大
学

学
校
法
人
阪
南
大
学

の
歴
史
は
、
一
九
三
九
年
小

林
菊
治
郎

が
創
設
し

た
大
鉄
工

学
校
（
現
・
阪
南
大

学
高
等
学
校
）
に
始
ま

る
が
、
大
学
と
し

て
は
、
一

九
六
五
年
「
す
す
ん
で
世
界
に
雄
飛
し
て
い
く
に
足

る
有
能
有
為
な
人
材
、
真

の
国
際
商
業
人
の
育
成
」

を
建
学
の
精
神
と
し
て
、
商
学
部
商
学
科

を
も
っ
て

大
阪
市
の
南
に
隣
接
す

る
松
原
市

に
開
学
し
た
。

本
学
は
、
そ
の
後
社
会

の
要
請
に
応
え
る
べ
く
学

部
・
学
科

の
増
設
・
改
組
を
行
い
、
現
在
は
五
学
部

五
学
科
、
大
学
院
一
研
究
科
を
有
す
る
大
学
に
至

っ

て

い
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
は
松
原
市

内
に
二
つ
あ
り

、

学
生
数
は
、
約
五
千
人
で
あ
る
。

二
〇
一
五
年
に
大
学
創
立
五
十
周
年
を

迎
え

る
に



を

専

門

と

す

る

。

主

な

研

究

テ

ー

マ

は

、

疾

患

プ

ロ

テ

オ

ミ

ク

ス

、

脊

髄

再

生

、

脊

柱

靱

帯

骨

化

症

治

療

薬

の

開

発

、

が

ん

骨

転

移

の

早

期

発

見

法

・

予

防

薬

開

発

。

主

な

著

書

は

分

担

執

筆

で

『

神

中

整

形

外

科

二

十

二

版

』

（

南

山

堂

）
、

『

今

日

の

整

形

外

科

治

療

指

針

』

（

医

学

書

院

）

、

“
D
i
a
g
n
o
s
t
i
c

 
I
m
a
g
i
n
g

 
o
f

c
e
r
v
i
c
a
l

 
o
s
s
i
f
i
c
a
t
i
o
n

 
o
f

 
t
h
e

 
p
o
s
t
e
r
i
o
r

l
o
n
g
i
t
u
d
i
n
a
l

 
l
i
g
a
m
e
n
t
,

 
2
n
d

 
E
d
i
t
i
o
n

”

（
S
p
r
i
n
g
e
r

）

、

『

高

齢

者

の

腰

下

肢

痛

』

百

経

メ

デ

ィ

カ

ル

）

、

『

最

新

整

形

外

科

学

大

系

頚

椎

・

胸

椎

』

（

中

山

書

店

）

、

『

腰

椎

椎

間

板

ヘ

ル

ニ

ア

診

療

ガ

イ

ド

ラ

イ

ン

』

（

日

本

整

形

外

科

学

会

）

な

ど

が

あ

り

、

学

術

業

績

は

指

導

業

績

を

含

め

て

千

件

を

超

え

る

。

学

会

活

動

は

、

日

本

整

形

外

科

学

会

、

日

本

脊

椎

脊

髄

病

学

会

、

日

本

骨

折

治

療

学

会

、

日

本

腰

痛

学

会

等

の

役

員

を

務

め

、

日

独

整

形

災

害

外

科

学

会

の

日

本

側

代

表

で

あ

る

。

本

学

は

、

昭

和

三

年

に

創

立

さ

れ

た

九

州

医

学

専

門

学

校

を

礎

と

す

る

私

立

総

合

大

学

で

あ

る

。

伝

統

を

重

ん

じ

る

一

方

、

地

域

や

時

代

の

ニ

ー

ズ

に

合

っ

た

学

部

等

を

開

設

し

て

い

る

。

研

究

面

で

は

特

色

あ

る

事

業

に

積

極

的

に

取

り

組

む

と

と

も

に

、

地

域

に

貢

献

す

べ

く

産

学

官

連

携

に

も

力

を

入

れ

て

い

る

。

評
議
員
会
制
度
改
革
検
討
委
員
会
委
員
長
、
社
会
連

携
機
構
長
、
広
報
セ
ン
タ
ー
長

、
副
学
長
等
を
歴
任

し
て
い
る
。

専
門
分
野
は
経
済
学
・
産
業
組
織
論
。
「

グ
ロ
ー

バ
ル
市
場
に
お
け

る
競
争
政
策
と
規
制
緩
和
政
策
」

を
研
究
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
る
。
主
な
論
文
と
し
て
、

「
コ

ン
テ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
理
論
」

示

西
唯
雄
編
『
産

業
組
織
論
と
競
争
政
策
』
晃
洋
書

房
・
二
〇
〇
〇
年
）
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
下

の
産
業
政
策
と

競
争
政
策
」

（
西
野
英
里
・
丸
谷
冷
史
編

『
新
し
い
経
済
政
策
論
』
有

斐
閣
・
二
〇
〇
二
年
）
が
挙
げ
ら

れ
る
。

趣
味
は
テ
ニ
ス
、
ス
キ
ー
。
人
望
が
厚
く
、
極
め

て
温
厚

な
人
柄
で
あ
る
。
一
方
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
長
」

を
歴
任
し
て

い
る
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
も
の
ご
と

を
決
断
す

る
際
の
鋭
い
意
見
と
冷
静
か
つ
的
確
な
判

断
力
に
は
定
評
が
あ
る
。

新
学
長
は
、
「
で
き
な

い
と
言
わ
な

い
、
ど
う
し

た
ら
で
き

る
か
を
ひ
た
す
ら
考
え

、
立
ち
は
だ
か

る

壁
を
乗
り
越
え
る
工
夫
を
す
る
」
と
公
言
し
て

い
る
。

新
た
な
地
平
を
切
り
拓
き
、
明
治
大
学
を
「
時
代
を

リ
ー
ド
す
る
大
学
」
、
そ
し
て
「
世
界

に
発
信
す

る

大
学
」

へ
と
飛
躍
さ
せ

る
べ
く
、
こ
の
大
き
な
重
責

を
果
た
し
て

い
く
で
あ
ろ
う
。

あ
た
り
、
「
阪
南
大
学

は
、
自
由
と

清
新

の
気
風

の

も
と

、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
な
意
欲
あ
る
学
生
を

育
て

『
幅

広
い
教
養
を
持
つ
国
際
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ソ
ン
』
と
し
て
成
長
さ
せ

る
こ
と
を
使
命
と
し
ま

す
」と

い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
を
定
め
た
。

同

時
に
、

目

指

す

大

学

像
と

し

て

“
f
a
c
e
 
t
o
 

f
a
c
e
”
の
教
育
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
実
学
を
重
視

し
て
就
職
に
強

い
大
学
を
目
指
す
こ
と

、
知
の
資
財

を
活
か
し
て
地
域
社
会
と
国
際
社
会

に
貢
献
す
る
こ

と
等
五
つ
の
目
指
す
べ
き
目
標
を
掲
げ
た
。

近
年

、
大
学
教
育
に
お
い
て
学
生

の
就
業
力

育
成
、

社
会
人
基
礎
力
養
成
が
強
く
求
め
ら

れ
て

い
る
が
、

本
学
は
早
期
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目
を
導
入
し
、

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
今
後

も
「
キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ
」
や
国
内
外

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
、
資
格
取
得
支
援
等
特
色
あ
る
キ
ャ
リ
ア
教
育

を
展
開
し
、
学
生
の
就
職
支
援
に
注
力
し
て
い
く
。

二
〇

一
一
年

に
「
大
学
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、

F
D
・
S
D

の
推
進
と
教
育
の
充
実
・
発
展

の
た
め

の
体
制
を
整
え

た
。
本
学
は
、
二
〇
一
二
年
に
二
巡

目
の
認
証
評
価
を
公
益
財
団
法
人
大
学
基
準
協
会
に

申
請
す
る
。
第
三
者
の
評
価
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
、

教
育
研
究
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
す
所
存
で
あ
る
。



新
加
盟
会
員
大
学
・
代
表
者
紹
介

辰

巳

浅

嗣

（
た
つ
み

あ
さ
つ
ぐ
）

阪
南
大
学

学
長

阪
南
大
学
の
辰
巳
浅
嗣
学
長
は
、
二
〇
〇
九
年
四

月
に
就
任
し
、
二
〇

一
二
年
四
月
か
ら
二
期
目

の
学

長
職
に
就

い
て
い
る
。

辰
巳
学
長
は
一
九
四
三
年
生
ま
れ
。
一
九
六
七
年

関
西
大
学
法
学
部
政
治
学
科
卒
業
、
一
九
六
九
年
同

大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
一
九
七

二
年
同

大
学
同
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期
退

学
。
博
士

（
法
学
）
・
関
西

大
学
（
二
〇
〇
二
年
）。

一
九
七
二
年
阪
南
大
学
商
学
部
専
任
講
師
就
任
、

同
学
部
助
教
授
を
経
て
一
九
八
〇
年
同
学
部
教
授
。

一
九
八
六
年
同
学
部
長

。
一
九
八
三
年
四
月
よ
り

一

年
間
阪
南
大
学
在
外
研
究
員
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
大
学

に
留
学
。
一
九
九
七
年
新
設
の
阪
南
大
学
国
際
コ
ミ

和
光
大
学

和
光
大
学
は
、
一
九
三
三
年

に
成
城
学
園
か
ら
分

か
れ
、
父
母
や
教
師
を
中

心
と
し
た
有
志
に
よ
っ
て

東
京
・
世
田
谷
に
建
て
ら
れ
た
学
校
法
人
和
光
学
園

を
母
体
と
し
、
一
九
六
六
年
に
創
立
さ
れ
た
。

和
光
大
学
の
初
代
学
長
で
あ
る
梅
根
悟
（
一
九
〇

三
～
一
九
八
〇
年
）
は
、
日
本

の
教
育
史

学
の
確
立

者
の
一
人
で
あ
る
と
と
も
に
、
大
学
制
度
に
関
す

る

研
究
の
第
一
人
者
で
も
あ

っ
た
が
、
創
立
に
あ
た
り
、

「
こ

れ
だ
け
数
あ
る
私
立
大
学
の
中
に
、
も
う
一

つ

大
学
を

つ
く
る
か
ら
に
は
、
小

さ
く
て
も
い
い
か
ら

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
な
本
物
の
光
を
放
つ
大
学
を

つ
く
り
た

い
」
と
述
べ
、
そ
の
基
本
理
念
を
「
大
学

は
自
由

な
研
究
と
学
習
の
共
同
体
」
と
し
た
。
大
学

伊

東

達

夫

（
い
と
う

た
つ
お
）

和
光
大
学

学
長

伊
東
達
夫
学
長

は
、
和
光
大
学

の
七
代
目

の
学
長

と
し
て
二

〇
〇
九
年

十
二
月

に
就
任
し

た
。
就
任

早
々
、
和
光
大
学
の
中
長
期
の
将
来
構
想
を
確

定
す

べ
く
、未
来
構
想
会
議
を
設
置
し
、
学
内
で
の
議
論
を

重
ね
、
二
〇
一
一
年
五
月
に
は
「
『
和
光
大
学
N
E

X
T
5

＋
』
-
中
長
期
構
想
、
二
〇
一
一
～
二
〇
一
五
＋

活
動
指
針
-
」
を
学

内
に
提
示
し
て
い
る
。

伊
東
学
長
は
一

九
五
〇
年
生
ま
れ
。
明
治
大
学
大

学
院
政
治
経
済
学
研
究
科
博
士
課
程
単
位
取
得
満
期

退
学
後
、
一
九
八
一
年
和
光
大
学
経
済
学
部
経
済
学

科
に
専
任
講
師
と
し
て
着
任
、
一
九
八
四
年
助
教
授
、

一
九
九
四
年
教
授

に
昇
格
し
て
い
る
。
学

内
で
の
職

務
を
一
九
九
八
年
十
月
～
二
〇
〇
二
年
九
月

教
務
部



ュ

ニ

ケ

ー

シ
ョ

ン

学
部

教

授

、
同

学

部
長

就

任
。

二

〇

〇

六
年

二

月

か
ら

二

〇

〇

九
年

三

月

ま

で
阪

南

大

学

副

学
長

。

専

門
は

国

際

政

治
学

で

、

主

に
E
U

の

政

治
を

研

究

。
日

本
E
U

学

会
に

所

属

し

、
二

〇

〇

九
年

四

月

か

ら
二

〇

一
一
年

三

月

ま

で

同

学
会

理

事

長
を

務

め

た

。

ほ
か

に

日

本
国

際

政

治

学

会

、
国

際

法

学

会
、

日

本

政
治

学

会

、
日

本

法

政

学

会

に
所

属
し

て

い
る

。

社
会

的

活

動
と

し

て

は

、

松
原

市

基

本
計

画

審

議

会

会

長

や

松

原

垂

彰

審
査

会
会

長

等

地
元

自

治

体

の
各

種

委

員

会

の
委

員

長

・
委

員
を

歴

任

し

た
ほ

か

、

財

団
法

人

大

学

基
準

協

会

大

学
評

価

委

員
会

国

際

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

学

系

専

門

評

価

分

科

会

委

員

（
主
査
）
を

務

め

た
。

ま

た

産

業

経

済

分

野

に

お

い

て

も

、
大

阪

科

学
技

術

セ

ン

タ

ー
評

議

員

や

関
西

経

済
同

友

会

政

治
改

革
委

員

会

副
委

員

長

を

務

め

る
等

幅

広

い
活

動

を
行

っ
て

い
る

。

著

書

・
論

文

は

、
『
現

代

政

治

と

国

際

関
係

』
（
啓

文
社
）
、
『
E
C

欧

州

統
合

の
現

在

』
（
創
元
社

）
、
『
E

C

統
合

と

ヨ

ー

ロ

ッ

パ
』
（
岩
波

書
店
）
他

多

数
あ

る
。

辰

巳

学

長

は

、
就

任

以

来

、
よ

り

よ

い
教

育
、

よ

り

よ

い
教

育

環

境
を

目

指

し

、
教

職

員
と

の
対

話

を

重

視
し

、

大

学

改

革
に

積

極

的

に
取

り

組

ん
で

い

る
。

は
何
よ
り
も
ま
ず
学
術
研
究

の
場
で
あ
り

、
そ
の
よ

う

な
研
究
的
雰
囲
気
の
み
な
ぎ
る
場
に
お
い
て
の
み
、

よ
き
教
育
も
行

わ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
し
て
、
徹
底
し

た
研
究
と
教
育
の
自
由
の
尊
重
を
説
い
た
。

創
立
時
は
二
学
部
四
学
科

の
構
成
で
あ
っ
た
が
、

既
存
の
学
部
・
学
科
の
改
組
転
換
や
大
学
院
設
置
の

検
討
を
重
ね
、
現
在
は
三

学
部
七
学
科

一
研
究
科
で

構

成
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
ゼ
ミ

や
ゼ
ミ
な
ど
の
「
少

人
数
教
育
」
の
実
施
や
、「
総
合
的
知
性
」
及

び
「
総

合
的
教
養
」
の
重
視
、
多
岐

に
わ
た
り
細
分
化
さ
れ

た
「
専
門
性
」
と
「
総
合
性
」
と
の
両
立
な
ど
は
、

開
学
以
来
引

き
継

が
れ
て
い
る
基
本
的
原
則
で
あ
る
。

ま
た
、
自
由
と
個
性
の
尊
重
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
学

生

の
学
習
の
自
由
意
志
を
尊
重
し
て
い
る
。
具
体

的

に
は
授
業
の
「
大
幅
な
選
択

の
自
由
」
が
挙
げ
ら
れ

る
。
授
業
科
ぼ
を
自
由
に
選
択
で
き
る
幅

が
広
く
、

他
学
部
・
他
学
科

の
授
業
科
目
も
履
修
す

る
こ
と
が

で
き

る
。
和
光
大
学
で
は
学
生
一
人
ひ
と
り
に
独
自

の
個
性
、
能
力
、
可
能
性
が
潜
ん
で
い
る
と
信
じ
て

い
る
。
そ
れ
を
最
大
限
に
目
覚
め
さ
せ

、
社
会
に
巣

立
つ
と
き
に
は
、
自
己
の
自
信
と
な
る
も

の
を
培
え

る
場
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
教
育
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

長

、
二
〇
〇
四
年
四
月
～
二
〇
〇
五
年
九
月
企
画
室

代
表
、
二
〇
〇
五
年
十
月
～
二
〇
〇
八
年
九
月
経
済

経
営
学
部
経
済
学
科

長
、
二
〇
〇
七
年
四
月
～
二
〇

〇
九
年
三
月
和
光
大
学
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
委
員
会
委
員

長
を
務
め
て
い
る
。

専
攻
は
経
済
学
史
で
、
特
に
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の

『
道
徳
感
情

論
』
『
諸
国
民
の
富
』
を
中
心

に
経

済

学

の
成
立
過
程
を
た
ど
り
な

が
ら
、
ス
ミ

ス
の
社
会

科
学
体
系

の
確
立
に
至

る
プ
ロ
セ
ス
や
内
容
を
中

心

に
据
え
て
、
経
済
学
史
の
体
系
化
を
試
み
て

い
る
。

ま

た
、
ケ
ネ
ー
、
ス
ミ
ス
、
マ
ル
サ
ス
な
ど
の
自
然

法
思
想
を
比
較
検
証
し
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
啓
蒙
の

役
割
、
内
容
、
ス
ミ
ス
ヘ
の
影
響
な
ど
関
連
分
野
に

も
研
究
を
進
め
て

い
る
。
所
属
す
る
学
会
は
経
済
史

学

会
、
日
本
十
八
世

紀
学
会
、
日
仏
経
済
学
会
、
十

八
世
紀
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
研
究
学
会
（
ア
メ
リ
カ
）
、

日
本
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
協

会
、
社
会
思
想
史
学
会
、

ア
ジ
ア
市
場
経
済
学

会
な
ど
。
日
本
地
方
自
治
研
究

学
会
で
は
理
事
を
務
め
て

い
る
。
教
育
活
動
と
し
て

演

習
（
ゼ
ミ
）
で

は
「
資

本
主
義

を
考
え

る
」
「
働

く
こ
と
に
つ
い
て
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
経
済
シ
ス

テ

ム
の
制
度
面
、
人
間
的
側
面
で
の
シ
ス
テ
ム
疲
労

を
中

心
に
学
生
だ
ち
と
語
り
合
っ
て
い
る
。




